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作井　繁樹　議員（55）
議　長

清流クラブ清流クラブ（無所属）4回（無所属）4回

新体制新体制のの紹介紹介

議員の紹介
　氏名・年齢（６月１日現在）
　所属会派（所属政党）・当選回数
　常任委員、組合議会議員等

　令和 5年 4月 23 日に投開票が行われた倶知
安町議会議員選挙において、16 名が新しく町
議会議員として当選しました。前回（平成 31
年）は無投票だったため、今年の選挙は 8年
ぶりのことです。
　5月 9日には第 2回臨時町議会が開かれ、
そこで議長、副議長をはじめ、各常任委員会
の委員を選出しました。新しい議長には作井
繁樹議員、副議長には坂井美穂議員が選ばれ
ました。その他、一部事務組合議会議員等を
決定しました。
　ここでは新しい議長、副議長をはじめとす
る各議員を紹介します。

坂井　美穂　議員（60）
副議長

無会派（公明党）3回無会派（公明党）3回
厚生文教常任委員厚生文教常任委員

　倶知安町議会第19代議長を拝命いたしまし　倶知安町議会第19代議長を拝命いたしまし
た。誠に光栄に存じますと同時に、責任の重さた。誠に光栄に存じますと同時に、責任の重さ
を痛感いたしております。を痛感いたしております。
　私ども議会は町民の負託にこたえるために、　私ども議会は町民の負託にこたえるために、
「議員とは何か」「議会とは何か」を日々反芻「議員とは何か」「議会とは何か」を日々反芻
しながら活動し、議場では侃々諤々、そこを離しながら活動し、議場では侃々諤々、そこを離
れたときには「和を以て貴しとなす」べきであれたときには「和を以て貴しとなす」べきであ
ると考えております。ると考えております。
　粉骨砕身尽力いたします。お力添えのほど、　粉骨砕身尽力いたします。お力添えのほど、
宜しくお願い申し上げます。宜しくお願い申し上げます。

作井　繁樹作井　繁樹

　このたび倶知安町議会副議長に就任させてい　このたび倶知安町議会副議長に就任させてい
ただくことになりました。大変光栄に存じますただくことになりました。大変光栄に存じます
とともに、その責任の重さを痛感しておりまとともに、その責任の重さを痛感しておりま
す。議長の補佐役として、円滑なる議会運営にす。議長の補佐役として、円滑なる議会運営に
努めさせていただくとともに、町民の皆様に開努めさせていただくとともに、町民の皆様に開
かれ、信頼される議会を目指し、皆様のお声をかれ、信頼される議会を目指し、皆様のお声を
真正面から受けとめ、諸問題の解決に誠心誠意真正面から受けとめ、諸問題の解決に誠心誠意
努めてまいる所存でございます。努めてまいる所存でございます。
　今後とも皆様の温かいご支援とご指導をお願　今後とも皆様の温かいご支援とご指導をお願
い申し上げ、就任の挨拶といたします。い申し上げ、就任の挨拶といたします。

坂井　坂井　美穂美穂
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木村　聖子　議員（54）
無会派（無所属）3回無会派（無所属）3回
総務常任副委員長、総務常任副委員長、
羊蹄ろく消防組合議会議員羊蹄ろく消防組合議会議員

藪中　聡史　議員（47）
無会派無会派（無所属）1回（無所属）1回
厚生文教常任委員、羊蹄山麓厚生文教常任委員、羊蹄山麓
環境衛生組合議会議員環境衛生組合議会議員

木村　俊一　議員（65）
無会派無会派（無所属）1回（無所属）1回
経済建設常任委員、経済建設常任委員、
羊蹄ろく消防組合議会議員羊蹄ろく消防組合議会議員

唐澤　隆博　議員（68）
創政会創政会（無所属）1回（無所属）1回
経済建設常任委員、経済建設常任委員、
議会運営委員議会運営委員

早川　貴士　議員（43）
創政会創政会（無所属）1回（無所属）1回
総務常任委員、総務常任委員、
議会運営委員議会運営委員

門田　淳　議員（47）
創政会（無所属）3回創政会（無所属）3回
厚生文教常任副委員長厚生文教常任副委員長
監査委員監査委員

森　禎樹　議員（47）
清流クラブ清流クラブ（無所属）2回（無所属）2回
経済建設常任委員長、経済建設常任委員長、
議会運営副委員長議会運営副委員長

波方　真如　議員（47）
清流クラブ清流クラブ（無所属）2回（無所属）2回
厚生文教常任委員長、厚生文教常任委員長、
議会運営委員議会運営委員

古谷　眞司　議員（63）
創政会創政会（無所属）3回（無所属）3回
総務常任委員長、総務常任委員長、
議会運営委員議会運営委員
後志広域連合議会議員後志広域連合議会議員

小川　不朽　議員（69）
無会派（立憲民主党）3回無会派（立憲民主党）3回
厚生文教常任委員厚生文教常任委員

盛多　勝美　議員（75）
清流クラブ清流クラブ（無所属）6回（無所属）6回
総務常任委員、総務常任委員、
議会運営委員議会運営委員

原田　芳男　議員（75）
無会派（日本共産党）10回無会派（日本共産党）10回
経済建設常任副委員長、経済建設常任副委員長、
後志教育研修センター議会議後志教育研修センター議会議
員員

笠原　啓仁　議員（61）
自治研究会自治研究会（無所属）7回（無所属）7回
総務常任委員、総務常任委員、
議会運営委員長議会運営委員長

佐藤　英俊　議員（68）
自治研究会自治研究会（無所属）2回（無所属）2回
経済建設常任委員、経済建設常任委員、
議会運営委員、羊蹄山麓環境議会運営委員、羊蹄山麓環境
衛生組合議会議員衛生組合議会議員

※左から議員番号順に掲載（議長、副議長除く）
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予算審査特別委員会報告

令和５年度 全ての予算・議案を可決
令和5年度の一般会計、5つの特別会計、水道事業会計の予算及び関連議案について、議長を除く13名
の委員で構成される予算審査特別委員会にて審議を行いました。

　令和5年3月6日（月）に開かれた第1回定例会

において予算審査特別委員会が設置され、16の

議案の審議が付託されました。

　委員長に笠原委員、副委員長に門田委員を選出

し、3月7日から10日までの4日間にわたり議案

の審議が行われました。

　審議の結果、16の議案全てが原案通りに可決

されました。
↑笠原委員長（左）、門田副委員長（右）

↓審議の様子（議場）

　予算審査特別委員会とは？？
　議会の議決を経て設置される特別委員会の一つ
で、次年度の町の予算案や、それに関連する条例案
等について議員が審査・審議する場です。本町議会
では3月の定例会において予算審査特別委員会を設
置し、審査した結果が本会議にて委員長より報告さ
れ、その後に予算の可否について議決を行います。

議案第1号　 一般会計予算
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決
議案第2号 　国民健康保険事業特別会計予算
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決
議案第3号 　後期高齢者医療事業特別会計予算
　　　　　　　　　・・・賛成多数で可決
議案第4号 　介護保険サービス事業特別会計予算
　　　　　　　　　・・・全会一致で可決
議案第5号 　公共下水道事業特別会計予算
　　　　　　　　　・・・全会一致で可決
議案第6号 　地方卸売市場事業特別会計予算
　　　　　　　　　・・・全会一致で可決
議案第7号 　水道事業会計予算
　　　　　　　　　・・・全会一致で可決

議案第8号 　財政健全化基金の費消について
議案第9号 　公共施設整備基金の費消について
議案第10号　教育振興基金の費消について
議案第11号　国民健康保険基金の費消について
議案第17号　副町長定数条例の一部改正について
議案第21号　特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
　　　　　　　　費用弁償に関する条例の一部改正について
議案第22号　特別職の職員の給与に関する条
　　　　　　 例の一部改正について
議案第29号　東陵体育館設置管理条例の制定について
　※上記8議案はすべて全会一致で可決

議案第24号　国民健康保険税条例の一部改正について
　　　　　　 　　　・・・賛成多数で可決

※上記の議案名は「虻田郡倶知安町」及び「倶知安町」を省略しています

＜新年度予算の議案＞ ＜予算に関連する議案＞
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＜賛成討論＞　波方　真如　議員　
　原案に賛成する立場で、清流クラブを代表
して討論する。
　令和5年度一般会計予算は前年度当初比
54.9％増の152億7,700万円で過去最大
となったが、その要因として、ニセコひらふ
地区の町有地売払い収入が大部分を占めてい
る。
　今回の予算案は、子育て子育ち、町の交通
事情の改善や福祉施設の整備、教育環境の向
上など、町民にとって必要不可欠なプロジェ
クトが含まれている。これらのプロジェクト
に資金を充てることで、町民の生活や暮らし
の質が向上し、町全体の発展につながること
を期待される。
　私たちは多くの課題が残る中で、限られた
予算内で、最大限の成果を出すことが求めら
れている。この予算案に賛成し、町民の利益
につながる予算策定に貢献することを目指し
ていく。
　以上の理由から、この予算案に賛成する。

令和5年　第1回定例会
　　最終日（令和5年3月20日）

　予算審査特別委員会における審議の結果につい

て、第1回定例会最終日（令和5年3月20日）に

笠原委員長より、委員会に付託された16の議案

全てが原案通りに可決されたことが報告されまし

た。その後、質疑及び討論が行われ、その結果、

議案の全てが原案通りに可決されました。

予算審査特別委員会の審査結果報告を
受けて質疑、討論を実施

令和5年度予算に関する議案全て
「原案通り可決」

＜反対討論＞　原田　芳男　議員
　令和5年度予算、前年度予算より54％増の
152億7,700万円となっており、住民がコロ
ナや円安で電気、燃油など物価の高騰で、営
業や暮らしに多大な影響を受け、困窮してい
る状況のもとで、どれほどの予算がその対策
に計上されているかと言えば、ほとんどない
と言っても過言ではない。
　一方、営業応援の予算については観光が突
出している。観光協会の補助金は、昨年の
1.5倍の1億2,050万9,000円であり、8年前
の6倍以上に膨れ上がっている。観光も大事
な産業だが、そればかりではいけない。住民
の暮らし、応援が求められている。
　町の予算は観光や商店、農業など、産業発
展と同時に、住民の暮らし、特に子どもやお
年寄りが暮らしやすい町をどうつくるのかが
問われている。
　何が大事かを考えるべき。町の政治の基本
を顧みない予算であると厳しく指摘し、反対
の討論とする。

　委員長からの報告とは？？
　委員会での審査や調査を終えたものについて、本
会議においてその経過と結果を委員長から議会に報
告するものです。
　この報告を受けた議会では、委員長に対して質疑
を行い、それが終了した後に討論を行います。討論
まで終えて初めて、その議案について表決をし、可
決、否決を決めることになります。
　今回の予算審査特別委員長による報告に対しては
質疑はなく、討論は2名の議員が行いました（反対
討論1件、賛成討論1件）。

一般会計予算への討論
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こんなこと決まりましたこんなこと決まりました
　ここでは、令和５年３月に開催された定例会で審議された内容について、
関心が高いと思われるものについて報告します。

 条例の改正・制定

　下記の8件の条例の改正及び制定について可決
しました。

　第１回 定第１回 定例会例会
　　　　　　　　　　　　　　　　（令和5年3月6日から20日まで）（令和5年3月6日から20日まで）

＜一部改正＞ 
・倶知安町情報公開条例
　　　　　　　　　　　　　　　
・倶知安町ニセコひらふ地区エリアマネジメント条例
　　　　　　　　　
・倶知安町税条例

・倶知安町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
　する基準を定める条例

・倶知安町廃棄物の減量及び適正処理に関する条例

・倶知安町公衆便所設置条例

＜制　定＞
・個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴う
　関係条例の整備に関する条例

・こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の
　整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整
　備に関する条例

　主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で
4億4,041万円）を可決しました。

一般会計補正予算(第10号)を可決

・ノースパークタウン連絡通路改修工事（6,700万円）

・排雪機械借上料（2,646万円）

・倶知安町事業再構築サポート補助金 （730万円）

・除雪業務委託料　　　　 （218万円※小学校分）

・除雪業務委託料 　　　　（  93万円※町道分）

町議会では

田中義人議員の議員辞職を「許可」

　令和5年3月6日付で田中義人議員より一身上の
都合により議員辞職願の提出があり、本会議場で
採決を行い、「許可」することとなりました。

議会運営委員会委員・自衛隊駐
屯地特別委員・広報特別委員会
 委員を「選任」

　令和5年3月6日付で田中議員が議員辞職したこと
に伴い、欠員となっていた上記の委員に古谷議員
が選任されました。
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6件の意見書を可決

　下記の6件の意見書を可決しました。

■私立専修学校等における専門的職業人材の育成
　機能の強化等を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　
■食料安全保障を担う持続可能な北海道酪農畜産
　の支援に関する意見書　　　　　　　　　

■認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める
　意見書

■地域のグリーントランスフォーメーション（GX）
　の促進を求める意見書

■新型コロナウイルス感染症の後遺症の方々の日
　常を守る取り組みの強化を求める意見書

■準抗告の申立て及び保釈請求における法令手続
　の見直しを求める意見書

子どもの新型コロナウィルス感染
症対策緩和に関する請願を「採択」

（請願趣旨）

　子どもの健やかな育ちを育むために、子ども
に対する新型コロナウィルス感染症対策を緩和
してください。
　マスクを着用「する・しない」により差別や
圧力が生じることのないようすべての子ども、
保護者、地域住民に周知してください。
　友達同士がお互いの顔を見ながら食事を楽し
く味わえるよう幼稚園・保育園・学校等でも
「黙食」を緩和してください。

（審査の総括）

　本委員会では、請願第6号の請願趣旨について
請願者及び紹介議員から説明を受けた。
　また、町内小中学校の授業を参観し、学校長
及び学校教育課から学校現場の感染症対策の現
状について説明を受け、請願項目について審査
した。
　現在、感染症対策の面においては、急速に状
況が変化している。教育活動や子どもの生活の
大きな制限とならないよう、対策の見直しと緩
和によって子どもの健やかな成長を願い促すこ
とを目的としていることから、本委員会として
は採択すべきものであるとの結論に達した。

（審査の結論）

　本委員会は、請願第6号については、全会一致
で採択すべきものと決定した。

請願第6号
「子どもの新型コロナウィルス感染症対策緩和
　に関する請願書」

　請願第6号は、厚生文教常任委員長より「採択
すべきもの」と請願審査報告がされた後に採決の
結果、賛成多数で採択となりました。

副町長の選任につき同意を求める
 ことについてを「同意」

同意第1号
　副町長の選任につき同意を求めることについて

　町長より新たに副町長として宮崎雄一 氏を選任
することについて提案説明があり、採決の結果選任
することとなりました。

＜任　期＞
　令和5年5月1日から令和9年4月30日まで
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⑤�

ま
ず
は
、
小
学
校
１
年
生
２
年
生
を
重
点

と
し
、学
校
管
理
職
に
よ
る
授
業
の
巡
回
、

担
当
教
員
へ
の
指
導
助
言
の
徹
底
、
複
数

の
目
で
見
守
り
支
援
す
る
た
め
の
学
習
支

援
員
の
適
正
配
置
な
ど
、
現
体
制
の
一
層

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

⑥�

社
会
教
育
施
設
個
別
施
設
計
画
期
間
内
に

優
先
的
に
行
う
事
業
と
し
て
、
プ
ー
ル
及

び
絵
本
館
建
て
替
え
事
業
を
先
行
さ
せ

る
。

　

�　

公
民
館
の
中
長
期
的
な
整
備
計
画
や
管

理
の
方
針
と
し
て
は
、
部
分
改
修
を
行
っ

た
後
は
目
標
使
用
年
数
ま
で
の
維
持
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
管
理
を
続
け
る
方
針
と

し
て
い
る
。

⑦�

倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、
指
導
者
育

成
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

の
独
自
事
業
や
各
団
体
の
支
援
な
ど
を

担
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
多
様
化
す
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
対
応
す
る
に
は
、
法
人

化
を
含
め
た
有
効
な
組
織
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

町長
ファミリーサポートシステムは必要では？

一日も早い実施になるよう進めたい

古谷　眞司　議員

答

教
育
長

町
執
行
方
針
、
教
育
行
政
執
行
方
針

が
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
が
、
町
長
、

教
育
長
に
次
の
こ
と
を
伺
う
。

① 

く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ
く
ぬ
く
は
マ
ン
パ

ワ
ー
も
必
要
で
す
が
、
キ
ャ
パ
が
足
り
な

い
の
で
は
な
か
、
ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
必
要
で
は
な
い
か
。

② 

新
幹
線
関
連
事
業
規
模
が
昨
年
３
月
修
正

版
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
37
億

円
、
本
年
１
月
時
点
で
59
億
円
と
約
１
・

６
倍
に
膨
ら
ん
で
い
る
。

　

 　

こ
の
増
加
分
は
、
町
民
生
活
に
身
近
な

施
設
や
設
備
、
道
路
な
ど
に
影
響
さ
れ
る
。

新
幹
線
関
連
事
業
費
の
限
度
額
を
早
急
に

設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
事
業
の
最
大

限
度
額
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
事

業
の
組
立
て
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

③ 

道
道
の
跨
線
橋
の
撤
去
に
伴
い
、
町
道
北

３
条
西
通
り
か
ら
公
園
通
り
の
影
響
と
旭

ケ
丘
公
園
周
辺
環
境
の
影
響
と
、
そ
の
解

決
策
を
伺
う
。

④ 

郊
外
型
じ
ゃ
が
り
ん
号
実
証
運
行
業
務
委

託
料
を
計
上
し
て
い
る
が
、
来
年
度
は
１

台
で
の
運
行
と
し
て
減
額
さ
れ
て
い
る
。

　

 

昨
今
の
タ
ク
シ
ー
不
足
の
解
決
の
一
つ
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
期
待
で
き

る
が
見
解
を
伺
う
。

⑤ 

小
学
校
低
学
年
の
ク
ラ
ス
教
師
、
ク
ラ
ス

に
２
人
制
を
導
入
し
、
児
童
の
成
長
に
寄

り
添
い
、
１
人
も
取
り
残
さ
な
い
教
育
環

境
の
実
現
が
必
要
と
考
え
る
が
教
育
長
の

見
解
を
伺
う
。

⑥ 

持
続
可
能
な
生
き
が
い
づ
く
り
の
活
動
拠

点
は
、
公
民
館
で
あ
る
。
公
民
館
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
化
を
プ
ー
ル
、
絵
本
館
と
共
に

問

①�

く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ
く
ぬ
く
の
キ
ャ
パ

に
つ
い
て
、
１
歳
か
ら
２
歳
児
で
は
、
国

の
面
積
基
準
に
お
い
て
、
現
状
の
定
員
を

さ
ら
に
プ
ラ
ス
の
受
入
れ
は
、
面
積
的
に

厳
し
い
難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

�　

ま
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

は
本
町
に
お
い
て
も
大
変
重
要
で
あ
り
、

ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

�　

昨
年
度
か
ら
、
町
内
の
子
育
て
団
体
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
実
施
に
向
け

た
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。
一
日
も
早

い
実
施
と
な
る
よ
う
進
め
た
い
。

②�
新
幹
線
関
連
事
業
費
及
び
事
業
内
容
は
、

駅
周
辺
整
備
等
の
検
討
状
況
含
め
て
大
き

く
変
動
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
事
業
費
自
体

も
変
わ
る
要
素
が
多
分
に
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
町
と
し
て
の
限
度
額
を
設
定
す

る
こ
と
は
、
現
時
点
で
想
定
で
き
る
段
階

に
至
って
い
な
い
。

③�

北
３
条
西
通
り
か
ら
西
11
号
公
園
通
り
の

間
で
一
部
道
路
幅
が
狭
い
区
間
、カ
ー
ブ
、

勾
配
が
き
つ
い
箇
所
が
あ
り
、
道
路
を
ま

た
ぐ
形
で
公
園
施
設
と
駐
車
場
が
配
置
さ

れ
て
い
る
と
い
う
現
況
に
あ
り
、
歩
行
者

答

町
長

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
長
の
見
解
を

伺
う
。

⑦ 

生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
い

て
、
指
導
者
育
成
や
人
材
バ
ン
ク
等
の
シ

ス
テ
ム
が
必
須
で
あ
る
。
そ
の
実
現
の
た

め
に
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
法
人
化
に
よ
り
、

組
織
力
の
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
教
育

長
の
見
解
を
伺
う
。

や
公
園
利
用
者
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考

え
て
い
く
。

④�一
台
体
制
で
二
つ
の
エ
リ
ア
を
、
一
日
お

き
に
運
行
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
現
在
の

利
用
者
の
需
要
を
維
持
、
さ
ら
に
は
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
、
費
用
対

効
果
の
面
か
ら
も
検
証
し
た
い
。
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「決断・実行する」 政治の実現へ
これまでの経験を町民にお返ししていく

門田　淳　議員

町長

① 

暮
ら
し
に
身
近
な
政
策
を
立
て
、
ど
の
よ

う
に
決
断
・
実
行
し
て
い
く
の
か
。

② 

今
後
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
支
援
か
ら
光

熱
費
や
物
価
高
へ
の
対
策
を
す
る
べ
き
で

は
。

③ 

妊
娠
期
か
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
合
わ
せ
た
相

談
機
能
の
充
実
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
の
充
実
、
教
育
支
援
の
予
算
を
今
後
も

計
画
的
に
増
額
を
す
る
べ
き
で
は
。

④ 

損
傷
し
た
町
道
整
備
へ
の
修
繕
工
事
費
の

増
額
を
す
る
べ
き
で
は
。

問①�

役
場
の
組
織
と
い
う
も
の
も
常
に
、
本
当

に
挑
戦
で
き
る
、横
断
し
て
取
り
組
め
る
、

そ
う
い
っ
た
体
制
づ
く
り
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
と
町
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
民
と

官
が
連
携
し
て
取
り
組
む
場
と
い
う
も
の

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。
検
討
す
る
だ

け
で
は
な
く
て
、
実
行
し
て
い
く
と
い
う

と
こ
ろ
で
の
、
や
は
り
選
択
と
い
う
の
が

最
終
的
な
判
断
と
し
て
町
か
ら
の
提
案
、

そ
し
て
議
会
の
賛
同
を
い
た
だ
き
な
が
ら

実
行
、
現
実
的
に
実
現
さ
れ
て
い
く
。

②�

国
、
ま
た
は
北
海
道
も
い
ろ
い
ろ
な
対
応

策
を
し
て
お
り
、
そ
こ
と
町
が
そ
れ
ぞ
れ

の
実
情
、
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
き
め

細
か
く
対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
商
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
町
の
経
済

状
況
、
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
に
こ

れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
た
い
。

③�

令
和
５
年
度
か
ら
、
伴
走
型
相
談
支
援
や

答

町
長

産
後
ケ
ア
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
既

存
の
保
健
師
、
看
護
師
に
よ
る
新
生
児
訪

問
に
加
え
て
、
産
後
１
年
ま
で
の
母
子
を

対
象
に
、
助
産
師
に
よ
る
家
庭
訪
問
を
実

施
し
、
乳
房
ケ
ア
等
、
専
門
的
ケ
ア
を
通

し
て
、
子
育
て
の
不
安
の
軽
減
を
図
っ
て

い
く
。

　

�　

今
後
も
不
安
が
あ
っ
て
抱
え
込
ま
な

い
、
母
親
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
、
そ

う
い
っ
た
子
育
て
、
個
性
に
合
わ
せ
た
成

長
へ
の
支
援
を
通
し
て
、
関
係
機
関
と
十

分
な
対
話
を
繰
り
返
し
な
が
ら
地
域
の
課

題
を
明
確
化
し
、
優
先
順
位
を
見
極
め
、

新
た
な
取
組
、
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

④�

道
路
の
地
下
が
凍
結
し
て
盛
り
上
が
り
舗

装
が
割
れ
る
凍
上
と
言
わ
れ
る
現
象
が
発

生
し
、
結
果
と
し
て
穴
が
開
い
た
り
、
平

た
ん
性
が
失
わ
れ
た
り
、
通
行
に
不
自
由

が
生
じ
て
い
る
。
効
率
的
な
除
排
雪
を
行

う
た
め
に
大
型
の
除
雪
機
械
に
よ
り
作
業

を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
除
雪
作
業
に
よ

り
道
路
側
溝
が
傾
く
な
ど
、
道
路
施
設
が

損
傷
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
安

全
な
生
活
や
経
済
を
支
え
る
道
路
の
維
持

管
理
と
整
備
に
関
し
て
、
必
要
な
予
算
を

確
保
し
体
制
を
整
え
て
取
り
進
め
い
く
。

決
断
力
と
い
う
の
は
も
う
絶
対
的
に

必
要
な
能
力
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
も
生
か
し
な
が
ら
さ
ら
に
進
め

て
ほ
し
い
。

問
　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
町
民
に
お
返
し
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
本
当
に
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
い
。

答

町
長

１
人
も
取
り
残
さ
な
い
教
育
環
境
、

児
童
発
達
支
援
、
早
期
発
見
だ
っ
た

り
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
子
の
支
援
、

不
登
校
、
教
育
支
援　

ま
だ
ま
だ
充
実
し
て

い
け
る
部
分
あ
る
。
し
っ
か
り
こ
こ
は
予
算

を
つ
け
て
前
進
し
て
ほ
し
い
。

問
　

地
道
な
展
開
の
中
で
予
算
計
上
と
い
う
も

の
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
い
く
。

答

町
長

ふ
る
さ
と
納
税
の
予
算
が
増
え
て
き

た
中
で
、
し
っ
か
り
使
っ
て
見
せ
て

い
く
と
い
う
の
も
大
事
で
は
。

問
　

こ
う
い
っ
た
も
の
に
使
い
ま
し
た
よ
と
伝

わ
る
よ
う
な
事
業
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
く
。

答

町
長
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産
婦
人
科
と
小
児
科
に
つ
い
て
、
都

市
と
地
方
の
医
療
格
差
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　

こ
の
地
域
に
住
む
母
親
が
安
心
し
て
出
産

し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
産
婦

人
科
、
小
児
科
医
療
の
役
割
は
大
変
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
羊
蹄
山
麓
等
の
自
治
体
で

構
成
す
る
協
議
会
か
ら
産
婦
人
科
、
小
児
科

そ
れ
ぞ
れ
に
医
師
確
保
等
の
補
助
金
を
交
付

し
て
お
り
、
引
き
続
き
そ
う
し
た
財
政
支
援

に
努
め
、
環
境
を
保
っ
て
い
き
た
い
。

答

町
長

障
が
い
者
向
け
の
施
策
と
し
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
役
場
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

進
ん
だ
が
、
古
い
建
物
や
歩
道
な
ど
で
は
危

な
い
場
所
も
あ
る
。

問
　

役
場
が
管
理
す
る
施
設
に
お
い
て
も
改
修

の
時
期
が
き
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
意
識
し
た
整
備
を
し
て
い
く
な

ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
、
急

ぐ
も
の
は
急
い
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

高齢者や障がい者が幸せに暮らせる町に
日々元気に過ごしていただくような居場所づ
くり、環境づくりに注力していきたい

鈴木　保昭　議員

町長

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
優
し
い
町

こ
の
他
に
も
５
件
（
「
も
う
か
る
産
業
へ
発

想
の
転
換
を
」「
観
光
資
源
の
高
度
利
用
」「
基

幹
産
業
と
し
て
の
観
光
の
発
展
に
全
力
」
「
行

政
改
革
・
働
き
方
改
革
に
果
敢
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
「
学
校
教
育
の
充
実
」
）
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

高
齢
者
が
町
を
も
っ
と
気
軽
に
楽
し

め
る
よ
う
、
好
き
な
時
間
に
家
の
前

か
ら
乗
車
で
き
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

問
　

買
い
物
や
通
院
と
い
っ
た
生
活
の
足
を
支

え
る
た
め
に
、市
街
地
で
は
じ
ゃ
が
り
ん
号
、

郊
外
地
域
で
は
実
証
運
行
で
は
あ
る
が
郊
外

型
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
じ
ゃ
が
た
く
を
始
め

た
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
複
数
の
人
が
乗
り
あ

う
形
で
あ
る
た
め
、
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ

の
決
定
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
あ
り
、

急
い
で
い
る
と
き
の
対
応
は
難
し
い
と
い
う

弱
点
も
あ
る
。
利
用
者
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
高
齢
者
で
も
利
用
し
や
す
い
形
を
求
め

て
い
き
た
い
。

答

町
長

高
齢
者
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
温
泉

が
な
い
。
ひ
ら
ふ
の
方
に
温
泉
は
あ

る
が
、
距
離
も
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
も
つ
か
ま

ら
な
い
た
め
難
し
い
。
近
場
で
温
泉
が
ほ
し

い
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
も
お
願
い
し
て
き

た
が
、
成
果
と
し
て
出
て
き
て
い
な
い
。

問
　

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
憩
い
の
場
、
交
流
の

場
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
民
間
の
力
を
借
り

る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
様
々
な
視
点
で
検

討
し
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
、

そ
の
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

答

町
長

本
年
２
月
の
25
人
の
待
機
児
童
が
生

じ
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
待
機
児

童
解
消
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

問
　

25
名
の
中
に
は
希
望
す
る
保
育
所
に
空
き

が
な
い
た
め
待
機
し
て
い
る
ケ
ー
ス
や
育
児

休
業
ま
た
は
求
職
活
動
休
止
中
の
た
め
入
所

で
き
な
い
な
ど
の
潜
在
的
待
機
児
童
も
含
ん

で
い
る
。
令
和
４
年
度
は
10
月
ま
で
の
申
し

込
み
が
11
名
、
11
月
以
降
の
申
し
込
み
が
14

名
の
合
わ
せ
て
25
名
が
待
機
児
童
と
な
っ
て

い
る
状
況
。

　

新
年
度
か
ら
は
２
歳
児
６
名
が
待
機
と
い

う
状
況
に
な
る
。
保
育
士
の
確
保
と
し
て
会

計
年
度
任
用
職
員
も
含
め
て
解
消
に
向
け
て

取
り
組
む
準
備
を
進
め
て
い
る
。

答

町
長

助
産
師
や
小
児
科
に
精
通
し
た
保
健

師
、
看
護
師
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
は
ど
う
か
。

問
　

町
の
母
子
保
健
係
が
主
体
と
な
っ
て
乳
幼

児
健
診
や
家
庭
訪
問
等
に
よ
る
母
子
保
健
事

業
や
子
育
て
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
医
療
的

な
支
援
が
必
要
な
場
合
は
産
婦
人
科
、
小
児

科
と
も
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
目
指
し
て
い
く
。

答

町
長

子
育
て
し
や
す
い
環
境
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産
婦
人
科
と
小
児
科
に
つ
い
て
、
都

市
と
地
方
の
医
療
格
差
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
山
頂
の
右

手
に
は
昭
和
42
年
12
月
１
日
に
除
幕

式
が
行
わ
れ
た
レ
ル
ヒ
中
佐
の
記
念
碑
が
あ

る
。
ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
は
２
㍍
を
超
え
る
積

雪
が
あ
る
た
め
、
こ
の
記
念
碑
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

新
潟
県
高
田
市
に
ス
キ
ー
を
伝
え
た
方
が

当
時
、
倶
知
安
で
ス
キ
ー
を
町
民
に
披
露
し

た
と
い
う
レ
ル
ヒ
中
佐
の
こ
と
を
案
内
す
る

た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
パ
ネ
ル
１
枚
で
も
２
枚

で
も
、
雪
ん
子
館
内
に
作
成
し
て
は
い
か
が

か
。 問

　

案
内
パ
ネ
ル
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

レ
ル
ヒ
中
佐
を
知
ら
な
か
っ
た
方
や
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

方
な
ど
に
も
広
く
周
知
で
き
る
有
効
な
手
法

で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
活
動

歴
史
や
案
内
パ

ネ
ル
の
作
成
、

設
置
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
雪

ん
子
館
を
管
理

し
て
い
る
建
設

課
と
も
十
分
協

議
し
て
い
き
た

い
。

レルヒ中佐のことを案内するパネルの設置をぜひしてほしい
佐藤　英俊　議員

広く周知する有効な手段であり、関係課と
協議していきたい

育長

大型コンドミニアム　
↑2023年春（完成後の写真）

2020年秋（樹木伐採時の写真）→

今後、大型の施設建設が数カ所予定されている。

旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
運
営
と
ス
キ
ー
の

歴
史
学
習
に
つ
い
て

答

教
育
長

観
光
地
と
国
際
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て

観
光
地
倶
知
安
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
と
、
国
際
リ
ゾ
ー
ト
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
こ
の
違
い
に
つ
い
て

町
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
。
町
長
自
身
の
率
直
な
考
え
、
持
論
な
ど

が
あ
れ
ば
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

問
　

観
光
地
倶
知
安
と
い
う
の
が
倶
知
安
町
全

域
を
指
し
、
国
際
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
の
が
主
に

ス
キ
ー
場
を
中
心
と
し
た
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア

と
い
う
限
定
し
た
範
囲
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

捉
え
て
い
る
。

　

現
在
の
倶
知
安
町
は
、
こ
れ
ま
で
の
10

年
、
20
年
を
か
け
て
国
際
色
が
か
な
り
豊
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

観
光
地
倶
知
安
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
も
の
は
、
点
で
は
な
く
面
的
で
あ
り
、

様
々
な
分
野
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
時
間
軸
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
空

間
的
に
も
時
間
的
に
も
か
な
り
幅
の
広
い
、

広
が
り
を
持
っ
た
包
括
的
で
深
い
思
慮
、
考

え
方
、
そ
う
い
っ
た
下
で
行
う
べ
き
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。
倶
知
安
町
を
訪
れ
た
人
達

の
記
憶
に
残
る
よ
う
に
、
そ
し
て
暮
ら
し
て

い
る
人
た
ち
も
実
感
と
し
て
あ
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
観
光
の
み
、
景
観
の
み
、

イ
ン
フ
ラ
の
み
、
そ
う
い
っ
た
考
え
で
こ
れ

は
景
観
だ
、
こ
れ
は
観
光
だ
、
こ
れ
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
各
分

答

町
長

野
を
連
携
さ
せ
て
、
包
括
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
の
が
私
の
考

え
方
で
あ
る
。

教育長

こ
の
他
に
も
「
コ
ス
ト
管
理
意
識
を
常
に
意

識
さ
せ
る
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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町民に愛される旭ケ丘総合公園の再構築を
小川　不朽　議員

令和５年度には基本方針としての方向性を整理していきたい町長

我
が
町
の
旭
ケ
丘
総
合
公
園
は
、
都

市
住
民
全
般
の
休
息
、
観
賞
、
散
歩
、

遊
戯
、
運
動
な
ど
総
合
的
な
利
用
に
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
公
園
で
あ
る
。

　

１
９
８
２
年
（
昭
和
57
年
）
に
基
本
構
想

が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
現
在
の
公
園
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
40
年
間
活
用
さ
れ
て
き
て

い
る
。

　

し
か
し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
町
民
か

ら
の
ニ
ー
ズ
変
化
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
基

本
構
想
の
見
直
し
が
必
要
と
し
て
、
昨
年
７

月
に
庁
内
に
『
旭
ケ
丘
総
合
公
園
の
あ
り
方

検
討
会
』
が
設
け
ら
れ
た
。

　

本
検
討
会
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

問答

町
長

　

庁
舎
内
に
設
置
し
た
『
旭
ケ
丘
総
合
公
園

の
あ
り
方
検
討
会
』
に
つ
い
て
は
、
今
年
２

月
ま
で
に
合
計
７
回
開
催
し
、
検
討
を
重
ね

て
き
て
い
る
。
多
様
な
運
動
施
設
が
集
積
さ

れ
て
い
る
旭
ケ
丘
総
合
公
園
は
、
現
在
、
町

内
の
方
々
の
み
な
ら
ず
、
町
外
か
ら
も
多
く

の
利
用
が
あ
る
。

　

あ
り
方
検
討
会
で
の
検
討
内
容
の
一
例
で

あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
で
き
る
新
幹
線
倶
知
安

駅
に
近
く
、
ま
た
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
有
利
な
点
な

ど
も
考
慮
し
、
さ
ら
に
、
よ
り
使
い
や
す
い

キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
町
外
利
用
の
促
進
、
あ

る
い
は
町
民
も
利
用
し
や
す
い
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活

用
の
ほ
か
、
不
足
す
る
利
用
者
向
け
駐
車
場

の
確
保
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
と
の
連
携
に
よ
る
通
年
利
用
の
促
進
、
ス

キ
ー
場
の
ジ
ャ
ン
プ
台
撤
去
後
の
コ
ー
ス
活

用
な
ど
を
軸
に
既
存
施
設
の
有
効
利
用
も
含

め
て
、
町
内
外
か
ら
年
間
を
通
し
て
利
用
さ

れ
る
よ
う
な
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

３
月
中
に
は
８
回
目
の
検
討
会
を
開
催

し
、
庁
内
検
討
の
成
果
に
つ
い
て
一
定
の
整

理
を
行
っ
た
上
で
所
管
の
委
員
会
へ
報
告
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
度
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
各

団
体
を
対
象
と
し
た
幅
広
い
参
加
を
対
象
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
、
意
見
を

い
た
だ
い
た
上
で
旭
ケ
丘
総
合
公
園
基
本
方

針
と
し
て
の
方
向
性
に
つ
い
て
整
理
し
て
い

き
た
い
。

旭ケ丘総合公園

旭
ケ
丘
総
合
公
園
の
一
部
で
あ
る

「
く
と
さ
ん
パ
ー
ク
」
も
、
今
後
の

検
討
の
中
で
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
い

く
の
か
。

　

ま
た
今
後
、
（
道
道
倶
知
安
ニ
セ
コ
線
の
）

南
１
跨
線
橋
を
解
体
す
る
際
の
迂
回
路
と
し

て
旭
ケ
丘
公
園
通
、
ま
た
は
総
合
体
育
館
の

園
内
道
路
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
つ
か
ら
の

期
間
と
な
る
の
か
。

問答

ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
長

　

ま
だ
計
画
段
階
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
に

は
「
く
と
さ
ん
パ
ー
ク
」
の
部
分
を
一
部
駐

車
場
等
々
に
利
用
す
る
と
の
検
討
状
況
で
あ

る
。

　

ま
た
、
跨
線
橋
の
撤
去
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
令
和
７
年
か
ら
跨
線
橋
が
通
行

止
め
と
な
り
撤
去
工
事
が
始
ま
る
。
予
定
と

し
て
は
令
和
10
年
頃
ま
で
続
く
と
想
定
し
て

い
る
。

　

そ
の
間
の
正
式
な
迂
回
路
は
決
ま
っ
て
い

な
い
が
、
議
員
の
言
う
と
お
り
公
園
通
、
あ

る
い
は
体
育
館
の
横
の
園
内
道
路
が
想
定
さ

れ
る
。
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本
当
に
議
員
か
ら
の
質
問
の
趣
旨
の
と
お
り

だ
。
解
決
に
向
け
た
具
体
的
策
と
し
て
は
、今
後
、

北
海
道
運
輸
局
、
北
海
道
な
ど
関
係
機
関
へ
協
力

を
仰
ぎ
な
が
ら
取
り
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず

は
北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
を
通
じ
て
、
決
し
て
観

光
客
輸
送
力
の
強
化
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
な
が
ら
、
事
業
者
の
参
入
に
向
け
て
の
条

件
面
を
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
の
で
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
待

た
ず
に
タ
ク
シ
ー
不
足
の
解
消
に
向
け
て
進
む

よ
う
、
全
力
で
取
り
進
め
て
い
く
。

冬
場
の
タ
ク
シ
ー
不
足
は
高
齢
者
に

と
っ
て
命
に
関
わ
る
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
タ
ク
シ
ー
不
足
解
消
は
喫
緊
の
行
政
課
題
だ
。

観
光
振
興
に
注
い
で
い
る
力
と
同
等
程
度
の
力
を

タ
ク
シ
ー
不
足
解
消
に
も
注
ぐ
べ
き
だ
。

問答

町
長

「冬場のタクシー不足」 解消は喫緊の行政課題だ
笠原　啓仁　議員

来シーズンの到来を待たずに解決したい町長

『
町
道

・
岩
尾
別
南
３
線
』

速
度
制
限
と
環
境
整
備
が
必
要
だ

こ
の
町
道
に
は
速
度
標
示
板
な
ど
の
交

通
標
識
が
な
い
た
め
、
か
な
り
の
速
度

で
車
が
行
き
交
っ
て
い
る
。
ま
た
、
走
行
中
の
車

か
ら
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
が
道

路
脇
に
ポ
イ
捨
て
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
地
域
住

民
の
方
々
が
散
乱
し
た
ご
み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

片
づ
け
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
以
下
の
取
り
組
み

を
早
急
に
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

①
速
度
制
限
の
設
定

②
宿
泊
税
を
財
源
と
し
た
環
境
整
備

問

交
通
安
全
施
設
に
関
す
る
整
備
要
望
書
を
提

出
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
岩
尾
別
南
３
線

の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
速
度
制
限
設
定

に
つ
い
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
道

路
管
理
者
と
し
て
効
果
的
に
ド
ラ
イ
バ
ー
に

警
戒
を
促
す
た
め
の
方
策
も
検
討
し
て
い
く
。

②�

住
民
環
境
課
で
は
町
道
南
３
線
に
限
ら
ず
町

内
全
域
の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
進
め
て

い
る
が
、
地
域
住
民
の
方
々
が
ご
苦
労
さ
れ

て
い
る
現
状
を
十
分
に
承
知
し
て
い
な
か
っ

た
。
今
後
、
地
域
住
民
の
方
か
ら
の
話
や
要

望
を
伺
い
な
が
ら
、
現
状
の
草
刈
り
の
継
続
、

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に
あ
わ
せ
、

不
法
投
棄
防
止
に
関
す
る
啓
蒙
啓
発
を
行
い
、

よ
り
よ
い
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　

�　

宿
泊
税
を
財
源
と
し
た
環
境
整
備
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
同
様
の
懸
案
を
抱
え
る
他
地

区
と
の
状
況
も
勘
案
す
る
必
要
も
あ
る
が
、

慎
重
に
検
討
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

『
ど
う
す
る
、
ど
う
な
る
、
こ
の
問
題
（
課

題
）
』
町
民
の
期
待
に
応
え
る
方
針
を

以
下
の
未
解
決
問
題
（
課
題
）
は
、
多

く
の
町
民
が
「
ど
う
す
る
、
ど
う
な
る
、

こ
の
問
題
」
と
い
う
思
い
で
注
視
し
て
い
る
。

町
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
な
一
歩
進
ん
だ
答

弁
を
求
め
る
。

①
『
後
志
広
域
連
合
』
い
つ
ま
で
つ
づ
け
る
の
か

②
『
旧
東
陵
中
校
舎
』
い
つ
解
体
す
る
の
か

③
『
高
齢
者
住
宅
』
町
長
の
任
期
中
に
建
設
を

④ 

『
郊
外
デ
マ
ン
ド
バ
ス
』
利
便
性
が
良
い
形

で
本
格
運
行
を

⑤ 

『
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
』
建
て
替
え
に

向
け
た
本
格
協
議
を

⑥
『
公
契
約
条
例
』
制
定
で
公
正
労
働
の
確
保
を

⑦ 

『
小
学
校
適
正
配
置
』
そ
ろ
そ
ろ
実
施
計
画

を
作
ら
な
い
か

問

①�

連
合
で
の
滞
納
処
理
、
国
保
事
業
、
介
護
保
険

事
業
に
は
そ
れ
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
た

だ
、
費
用
対
効
果
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。

連
合
か
ら
の
離
脱
は
当
面
考
え
て
い
な
い
。

②�

解
体
に
は
億
単
位
の
費
用
が
か
か
る
。
使
い

や
す
い
「
除
却
事
業
債
」（
借
金
）
の
活
用
期

限
は
令
和
８
年
度
。
解
体
す
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

③�

何
と
か
任
期
中
に
一
つ
で
も
建
設
し
た
い
と

の
覚
悟
と
決
意
で
進
め
て
い
る
。
町
有
地
の

提
供
も
視
野
に
入
れ
、
他
に
い
い
方
法
が
な

い
か
検
討
し
、
何
と
か
実
現
し
て
い
き
た
い
。

④�

利
用
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
形
の
運
行
が

い
い
の
か
を
確
認
す
る
た
め
、
実
証
運
行
を

つ
づ
け
て
い
る
。
利
用
者
の
利
便
性
向
上
と

持
続
可
能
な
本
運
行
を
目
指
し
て
い
く
。

⑤�

令
和
３
年
９
月
に
施
設
の
現
状
調
査
を
行
っ

た
。
新
年
度
に
は
施
設
構
想
な
ど
に
つ
い
て
、

運
営
を
委
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
羊
蹄

山
麓
の
関
係
町
村
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

⑥�

町
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
委
託
工
事
に
際

し
最
低
制
限
価
格
の
設
定
を
行
い
、
下
請
け

へ
の
し
わ
寄
せ
を
防
止
し
て
い
る
。
今
後
も

公
契
約
条
例
の
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答

町
長

⑦�

実
施
計
画
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し

て
い
な
い
の
は
教
委
の
怠
慢
だ
。
お
詫
び
し
た

い
。
令
和
15
年
度
の
小
学
校
大
規
模
改
修
に
間

に
合
う
よ
う
早
急
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
る
。

答

教
育
長

こ
の
他
に
も
１
件
の
質
問
（
「
小
学
校
で
の

『
体
罰
・
暴
言
問
題
』
教
育
長
は
ど
う
総
括
し

て
い
ま
す
か
」
）
を
し
ま
し
た
。

①�

毎
年
、
倶
知
安
警
察
署
宛
て
に
町
内
全
域
の
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現
在
、
住
民
の
暮
ら
し
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

問
題
に
よ
る
物
価
の
高
騰
な
ど
暮
ら
し
は
大

変
で
あ
る
。
子
育
て
世
帯
の
暮
ら
し
を
応
援

す
る
た
め
に
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
北
海
道
内
の
自

治
体
の
２
割
強
、
全
国
で
は
２
５
４
自
治
体

が
無
償
に
し
て
い
る
。
倶
知
安
町
で
無
償
化

す
る
に
は
６
９
０
０
万
円
あ
れ
ば
で
き
る
。

観
光
協
会
へ
の
予
算
が
前
年
度
比
で
１
・
５

倍
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
十
分
可
能
な
金

額
で
あ
る
。
ぜ
ひ
無
償
化
の
実
現
を
。

問答

教
育
長

　

本
町
に
お
け
る
財
政
事
情
を
勘
案
す
る
と

無
償
化
は
難
し
い
状
況
。
財
政
事
情
に
よ
る

自
治
体
間
の
格
差
で
子
ど
も
た
ち
の
食
の
平

等
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
町
と
し
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

町長
子育て世帯の暮らしを応援するため給食費の無償化を

子どもたちの食の平等を損なわないため、
今後考えていきたい

原田　芳男　議員

自
治
体
が
18
歳
ま
で
医
療
費
の
助
成
を
し
て

い
る
。
近
隣
で
も
蘭
越
町
な
ど
で
実
施
し
て

お
り
、
本
町
で
も
ぜ
ひ
実
現
す
る
べ
き
だ
。

　

現
在
の
第
３
子
無
償
化
は
69
人
で

３
４
６
万
８
千
円
。
第
２
子
ま
で
拡
大
し
た

場
合
は
４
０
１
人
で
２
０
３
７
万
３
０
２
０

円
と
６
倍
強
の
予
算
が
必
要
に
な
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
を
18
歳
ま
で
無
料
に

答

町
長

本
町
で
は
子
ど
も
の
医
療
費
は
中
学

校
ま
で
初
診
時
一
部
負
担
金
を
除
い

て
無
料
だ
が
、
こ
れ
を
18
歳
ま
で
広
げ
る
と

５
０
０
万
円
程
度
で
実
現
可
能
と
聞
い
て
い

る
。
子
育
て
支
援
、
暮
ら
し
の
応
援
の
観
点

で
実
現
し
た
い
課
題
だ
。
全
道
で
50
％
超
の

問

　

令
和
４
年
12
月
末
現
在
で
15
歳
ま
で

の
助
成
対
象
者
は
１
８
３
９
人
、
助
成

額
は
３
３
０
０
万
円
で
、
町
の
負
担
は

２
６
０
０
万
円
の
見
込
み
。
18
歳
ま
で
拡
大

す
る
と
対
象
者
が
３
０
０
人
増
と
な
り
、
町

負
担
が
５
０
０
万
円
ほ
ど
増
額
し
て
３
千
万

円
を
超
え
る
推
計
と
な
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
の
発
表
で
高
校
生
ま
で
医
療
費
助

成
を
し
て
い
る
自
治
体
は
令
和
３
年
度
で
４

割
超
と
な
っ
て
お
り
、
全
道
で
は
１
７
９
市

町
村
の
う
ち
96
市
町
村
が
18
歳
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。
本
町
と
し
て
も
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
お
り
、
18
歳
ま
で
と
い
う
こ
と
を
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

町
長

町
営
の
温
泉
施
設
の
実
現
を

多
く
の
町
民
か
ら
、
近
隣
町
村
に
は

温
浴
施
設
が
あ
る
の
に
倶
知
安
に
は

な
い
、
気
軽
に
く
つ
ろ
げ
る
町
営
の
温
泉
が

欲
し
い
と
い
う
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
内
風
呂
が
あ
っ
て
も
温
泉
で
く
つ
ろ
ぎ

た
い
と
い
う
要
望
は
非
常
に
強
い
。
作
る
と

な
れ
ば
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
は
さ
ま
ざ

ま
あ
る
と
思
う
が
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
。

問

討
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
日
ご
ろ
の
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
交
流
を
深
め
る
場
所
と
な

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の

私
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
も
あ
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
民
間

の
力
を
借
り
な
が
ら
実
現
を
目
指
し
た
い
。

呼
ん
で
も
来
な
い
ハ
イ
ヤ
ー
の
対
策

　

現
在
、
ハ
イ
ヤ
ー
は
お
願
い
し
て
も
な
か

な
か
配
車
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
せ
っ
か

く
の
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
券
が
使
え
な
い
と
困
惑

の
声
も
聞
こ
え
て
い
る
。
高
齢
者
ば
か
り
で

は
な
く
全
町
民
が
困
っ
て
い
る
。
出
か
け
る

の
を
控
え
た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
め

な
い
状
況
は
地
域
経
済
に
と
っ
て
も
由
々
し

き
事
態
だ
。

　

町
と
し
て
も
、
じ
ゃ
が
り
ん
号
の
増
路
線
、

増
便
、
最
終
便
の
時
間
延
長
な
ど
を
考
え
る

べ
き
。
ま
た
、
ナ
イ
ト
号
に
つ
い
て
も
最
終

便
を
21
時
か
ら
24
時
く
ら
い
に
す
る
こ
と
も

必
要
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

議
会
に
お
い
て
も
実
現
を
目
指
し
た
い
と

答
弁
し
て
お
り
、
引
き
続
き
温
泉
施
設
の
検

答

町
長

　

ハ
イ
ヤ
ー
不
足
の
課
題
の
根
本
的
解
決
に

向
け
て
、
早
急
に
町
民
の
生
活
利
用
の
た
め

の
ハ
イ
ヤ
ー
確
保
に
取
り
組
む
。

　

ナ
イ
ト
号
に
つ
い
て
は
関
係
者
と
十
分
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　

住
民
の
足
の
確
保
と
い
う
の
は
本
当
に
大

事
だ
が
、
観
光
客
に
と
っ
て
も
足
の
確
保
は

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
頑
張
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

町
長
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自
治
体
が
18
歳
ま
で
医
療
費
の
助
成
を
し
て

い
る
。
近
隣
で
も
蘭
越
町
な
ど
で
実
施
し
て

お
り
、
本
町
で
も
ぜ
ひ
実
現
す
る
べ
き
だ
。

　

当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
認
識
し
て
、
こ
れ
か
ら
施
設
の
管
理
、
維
持

に
努
め
て
い
く
。
日
本
語
と
英
語
だ
け
で
は
な

く
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
検
討
し
て
い
く
。

　

ど
ん
な
方
が
来
ら
れ
て
も
、
ス
ト
レ
ス
な
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
そ
の
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
な

視
点
に
し
っ
か
り
と
立
っ
た
中
で
、
施
設
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

潜
在
的
な
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
々
は
保
健
福
祉

課
で
相
談
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

庁
舎
の
案
内
看
板
は
た
く
さ
ん
の
言
語
を
表

記
し
て
見
づ
ら
く
す
る
よ
り
は
、
日
本
語
と
英

語
と
い
う
形
で
い
い
と
考
え
て
い
る
。

①�

正
面
道
路
か
ら
入
る
も
の
、
駐
車
場
か
ら
西

側
通
路
を
通
っ
て
入
る
も
の
、
ど
ち
ら
も
階

段
が
あ
り
ス
ロ
ー
プ
が
な
く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
に
な
っ
て
い
な
い
。
災
害
時
の
指
定
避

難
所
で
も
あ
る
の
で
、
災
害
時
に
十
分
対
応

で
き
る
よ
う
施
設
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
だ

け
で
は
な
く
、
施
設
に
入
る
ま
で
の
整
備
に

つ
い
て
も
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

②�

昇
降
機
前
に
設
置
し
て
い
る
操
作
説
明
板
に

は
係
員
を
呼
び
出
し
て
と
表
示
を
し
て
い
る

が
、
利
用
者
１
人
で
も
操
作
可
能
な
仕
様
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
利
用
者
に
誤
解
の

な
い
よ
う
な
記
載
の
表
示
に
直
す
。

③�

全
国
的
に
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ
ア
の
動
き
も
増

え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

は
国
に
よ
る
支
援
策
の
周
知
、
状
況
調
査
や

支
援
策
の
検
討
と
い
う
も
の
を
行
っ
て
い
く
。

④�

様
々
な
国
・
地
域
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
お
り
、
こ
こ
で
働
く
外
国
人
の
方
々
も
、

季
節
的
に
は
大
変
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
。

誰も取り残さない社会へ、
　　　　　　　真のユニバーサル社会を目指して

町民、来訪者ともに安心して過ごせるまちづくり、
行政サービスに努める

坂井　美穂　議員

町長

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
多
言
語
化
と
い
う

も
の
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。�

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
生
き
生
き

と
活
躍
の
場
を
で
き
る
真
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
、
共
生
社
会
を
目
指
し
て
、
以
下
を
伺
う
。

① 

総
合
体
育
館
は
外
部
か
ら
建
物
に
入
る
ま
で

の
間
は
完
全
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い

る
か
。

② 

保
健
福
祉
会
館
の
入
口
に
あ
る
段
差
昇
降
機
は

係
員
を
呼
び
出
し
て
操
作
し
て
も
ら
う
も
の
だ

が
、
係
員
に
頼
ら
ず
操
作
で
き
な
い
の
か
。

③ 
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
へ
、
ど
の
よ
う
な
配
慮

や
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

④ 

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
多
言
語
へ
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

問

コ
ロ
ナ
対
策
、
新
た
な
局
面
へ

答

町
長

総
合
体
育
館
を
は
じ
め
町
の
施
設
は
、

法
制
定
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多

く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
基
準
に
達
し
て
い
な
い

も
の
が
多
い
。
施
設
改
修
が
あ
る
な
ら
ば
、
建

物
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含
め
た
総
合
的
な
視

点
で
検
討
し
て
い
か
な
い
と
、
多
様
な
人
々
が

利
用
で
き
る
施
設
に
な
ら
な
い
の
で
は
。　

　

潜
在
的
な
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
に
、
相
談
窓

口
を
設
け
る
等
、
こ
の
課
題
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
方
た
ち

の
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　

庁
舎
内
の
看
板
表
記
が
英
語
表
記
の
み
に

な
っ
て
い
る
が
、
十
分
と
感
じ
て
い
る
の
か
。

問答

町
長

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
、
共
生
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
高
い
意
識
が
必
要
で

は
。
ま
た
、
庁
舎
の
看
板
表
記
は
国
際
観
光
都

市
を
目
指
す
我
が
町
と
し
て
、
十
分
と
い
う
考

え
は
ど
う
か
。

問

答

町
長

　

今
後
は
、
感
染
リ
ス
ク
軽
減
効
果
を
理
解
し

た
上
で
、
個
々
で
マ
ス
ク
の
着
脱
に
つ
い
て
判

断
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
来
年
度
中
は

引
き
続
き
自
己
負
担
な
く
接
種
で
き
る
。
今
後
、

新
た
に
感
染
が
拡
大
し
た
場
合
に
は
、
国
や
北

海
道
か
ら
の
情
報
指
示
に
基
づ
き
、
町
と
し
て

も
対
応
。
普
段
か
ら
基
本
的
な
感
染
対
策
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
使
っ

て
い
く
。
庁
舎
内
で
は
当
面
の
間
、
消
毒
液
は

設
置
。
窓
口
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
撤
去
は
、

状
況
に
合
わ
せ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

法
上
の
位
置
づ
け
を
見
直
し
、
３
年
に

及
ぶ
対
策
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
。
今
後
、

当
町
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い

く
の
か
、
私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
べ
き
な
の
か
を
伺
う
。

　

ま
た
、
不
安
を
招
か
な
い
取
組
や
周
知
が
必

要
。
今
後
ど
の
よ
う
に
周
知
を
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
庁
舎
内
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
消
毒
、

検
温
な
ど
は
ど
う
な
る
か
。

問答

町
長
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人
工
知
能
の
導
入
に
よ
る
業
務
改

善
に
つ
い
て
理
事
者
の
見
解
を
問
う

こ
こ
数
か
月
急
激
に
進
ん
で
い
る
人

工
知
能
の
技
術
革
新
が
、
行
政
運
営

や
教
育
現
場
で
も
業
務
の
効
率
化
を
可
能
に

す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
が
人
工
知
能
を
導
入
し
、
正
し
く
活

用
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
業
務

が
改
善
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
。

問
　

本
町
に
お
い
て
、
総
務
課
電
算
係
が
中
心

と
な
っ
て
、
人
工
知
能
等
技
術
革
新
に
関
す

る
情
報
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
３
年
前
か
ら

業
務
効
率
化
を
目
的
と
し
た
Ａ
Ｉ
導
入
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
る
。
具
体
的
に
は
音
声

認
識
を
用
い
た
議
事
録
の
作
成
を
普
段
か
ら

活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
技

術
を
用
い
た
転
入
申
請
等
で
も
使
っ
て
い

る
。

　

ほ
か
の
町
村
の
事
例
と
し
て
車
両
に
搭
載

さ
れ
た
カ
メ
ラ
に
よ
り
、
道
路
の
損
傷
レ
ベ

ル
や
位
置
情
報
を
把
握
で
き
る
も
の
な
ど

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
が
、
引
き
続
き
情

報
収
集
を
行
っ
て
い
く
。

答

町
長

人工知能に置き換えていく仕事の検討、最適化が必要では
DXを進めるチームの中で進めていきたい

冨田　竜海　議員

町長

こ
の
他
に
も
１
件
の
質
問
（
「
コ
ロ
ナ
融
資
に

よ
る
事
業
者
支
援
に
関
す
る
現
状
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
」
）
を
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
人
工
知
能
の
技
術
革
新
は
目
覚
ま

し
く
、
教
育
現
場
に
お
い
て
も
、
特
に
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
が
始

ま
っ
て
以
降
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用

が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
採
点
や
丸

答

教
育
長

つ
け
の
自
動
化
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の

理
解
度
や
苦
手
分
野
等
の
分
析
、
児
童
・
生

徒
か
ら
の
質
問
へ
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
に
よ
る

対
応
な
ど
の
ほ
か
、
体
育
科
で
の
求
め
ら
れ

る
フ
ォ
ー
ム
の
正
確
性
を
判
定
す
る
も
の
、

音
楽
科
に
お
い
て
も
そ
れ
に
近
い
技
術
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
に
よ
る
出
席
確

認
や
学
校
現
場
で
の
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機

の
導
入
な
ど
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
人
工
知
能
を
広
く
教
育
現
場
で

導
入
す
る
こ
と
で
、
教
員
の
業
務
改
善
は
も

と
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
特
性
に
合
わ

せ
た
個
別
指
導
の
充
実
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
、
最
適
な
教
材
や
問
題
を
提
供
し
、

学
習
成
果
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

人
工
知
能
に
置
き
換
え
て
も
全
く
問

題
が
な
い
仕
事
、
置
き
換
え
ら
れ
な

い
仕
事
、
こ
れ
を
き
ち
ん
と
検
討
を
し
て

い
っ
て
最
適
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
課

ご
と
に
検
証
す
る
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
を
作
る

べ
き
で
は
。

問
　

役
場
内
で
の
Ｄ
Ｘ
の
チ
ー
ム
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

町
長

先
日
最
高
裁
で
、
教
職
員
の
残
業
代

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
業
務
と
い
う

信
じ
ら
れ
な
い
判
決
が
出
た
。
そ
こ
に
残
業

代
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
場
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
を
一
つ
一
つ
見
直
し
、
残
業

す
る
必
要
な
い
も
の
の
見
直
し
や
最
新
技
術

を
使
っ
た
最
適
化
な
ど
す
る
べ
き
で
は
。

問

　

各
校
の
校
長
先
生
方
と
相
談
を
し
な
が

ら
、
学
び
を
開
始
し
て
い
き
た
い
。
Ａ
Ｉ
を

効
率
的
に
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
業
務
と
い
う
も
の
を
確
認

し
、
洗
い
出
し
、
磨
い
て
い
く
よ
う
な
研
修

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

答

教
育
長

人
工
知
能
の
普
及
に
よ
り
地
域
住
民

の
働
き
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、
廃
業
・
失
業
リ
ス

ク
が
方
々
へ
、
情
報
普
及
・
教
育
活
動
な
ど

を
通
し
て
対
策
が
必
要
で
は
。

問
　

廃
業
対
策
に
対
し
て
今
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
答
え
は
全
く
ゼ
ロ
。
そ
う
い
っ
た
部
分
を

勉
強
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答

町
長

こ
の
答
弁
を
作
る
に
当
た
っ
て
、
実

際
に
Ａ
Ｉ
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
を

使
っ
て
み
た
か
。

問
　

ま
だ
使
っ
て
い
な
い
。

答

町
長
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倶
知
安
町
独
自
に
算
出
し
た
期
間
合
計
に

よ
る
合
計
特
殊
出
生
率
は
次
の
と
お
り
。

合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移
に
つ
い
て

伺
う
。

問答

町
長

安心して子育て子育ちができるまちにする
くっちゃん子がわくわくする、夢と希望を抱き、この地をふるさととして愛
することができるよう、地域社会全体で子育て施策を推進することが重要

波方　真如　議員

の
新
幹
線
や
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
に
よ
り
、
さ
ら
に
人
口
増
加
に
つ
な
げ
る

循
環
を
作
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

町長

合計特殊出生率

H2
9
H3
0
R元 R2 R3

～参考～
人口の維持には
2.06～2.07が必要。
1.5未満が「超少子化」

1.65
1.31 1.61

1.17
1.36

　

人
口
減
少
と
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
、

本
町
で
育
つ
く
っ
ち
ゃ
ん
子
が
ワ
ク
ワ
ク
す

る
、
夢
と
希
望
を
抱
き
、
こ
の
地
を
ふ
る
さ

と
と
し
て
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地

域
社
会
全
体
で
子
育
て
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
出
生

率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
を
は
じ
め
、
結
婚
・

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
事
。
ま
た
、
親
世

代
か
ら
子
世
代
へ
の
投
資
が
未
来
へ
の
投
資

で
あ
る
と
の
基
本
的
な
考
え
方
を
持
ち
、
倶

知
安
町
な
ら
で
は
の
特
性
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
生
か
し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
構
築

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後

人
口
減
少
、
少
子
化
に
つ
い
て
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

問答

町
長

　

倶
知
安
町
に
住
む
に
は
除
雪
費
や
暖
房
費

を
は
じ
め
、
住
む
だ
け
で
も
の
す
ご
く
お
金

が
か
か
る
。
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
作
る

た
め
に
は
、
奈
義
モ
デ
ル
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
参
考
に
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
奈
義
し
ご
と
え
ん
は
、
手
伝
っ

て
ほ
し
い
仕
事
や
短
時
間
の
仕
事
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
こ
と
を
行
政
が
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
子
育
て
世
代
だ
け
で
は
な
く
シ
ニ
ア

世
代
や
学
生
に
も
利
益
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
奈
義
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
て
い
る
東
川

町
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
人

口
増
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

奇
跡
の
町　

奈
義
モ
デ
ル
を
参
考
に

し
て
子
育
て
応
援
を
し
て
は
ど
う
か

問答

町
長

　

奈
義
町
の
取
り
組
み
で
は
、
お
金
だ
け
で

は
な
く
マ
ン
パ
ワ
ー
や
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

が
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
活
力
の
源
と
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
保
育
所
の
一
時
預
か
り
な

ど
も
、
お
母
さ
ん
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
に
大

き
な
助
け
と
な
る
。
今
後
は
奈
義
町
や
東
川

町
の
よ
う
な
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、
研
究
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
利
用
し
て
タ
ク
シ
ー
不

足
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
く
、
夜
の
飲
食
店
街
で

は
効
果
が
限
定
的
。
し
た
が
っ
て
、
根
本
的

な
タ
ク
シ
ー
不
足
解
消
に
向
け
て
、
他
の
交

通
手
段
の
拡
大
や
新
規
導
入
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
認
識
で
あ
る
。

違
法
駐
車
の
増
加
は
タ
ク
シ
ー
不
足

も
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
対
策
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
な
か
と
ん
べ
つ
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
よ
う
な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
取

り
組
み
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

問答

町
長

飲
食
店
街
に
お
け
る
違
法
駐
車
対
策
を
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じ
ゃ
が
り
ん
号
の
運
用
に
つ
い
て
次

の
通
り
伺
う
。

①
令
和
４
年
度
の
改
善
点
。

②
現
状
で
の
課
題
、
利
用
者
か
ら
の
意
見
。

問①�

東
西
ル
ー
ト
の
運
行
車
両
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ

を
施
し
て
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

南
北
ル
ー
ト
を
運
行
す
る
車
両
に
つ
い
て

も
今
年
12
月
の
車
両
更
新
時
期
に
合
わ
せ

て
、
新
た
な
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
予
定
。

②�

特
に
冬
場
は
、
道
路
状
況
に
よ
り
到
着
が

10
分
以
上
も
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ

た
。
現
在
、
じ
ゃ
が
り
ん
号
の
位
置
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
確
認
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
る
。

答

町
長

じゃがたくの本運行の開始時期は？
令和6年度の冬から本運行していきたい

森　禎樹　議員

大
に
つ
い
て
は
、
倶
知
安
町
に
お
け
る
持

続
的
な
公
共
交
通
網
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
既
存
の
輸
送
資
源
を
最
大
限
活
用
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
既
存
の
バ
ス

路
線
な
ど
他
の
公
共
交
通
へ
の
影
響
、
そ

れ
ら
も
踏
ま
え
る
と
、
現
状
で
は
簡
単
に

区
域
の
拡
大
と
い
う
事
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
が
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、

よ
り
利
便
性
の
高
ま
る
よ
う
な
工
夫
は
こ

れ
か
ら
も
検
討
を
続
け
て
い
く
。

②�

現
在
は
平
日
の
み
の
予
約
体
制
と
な
っ
て

い
る
。
役
場
の
開
庁
時
間
し
か
受
付
対
応

が
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
た
め
、
利
用
者

に
不
便
を
か
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
令
和
３
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
、
利
用
者
の
意
見
と
し
て
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
た
、
要
望
さ
れ
て
い
た

事
項
で
あ
る
の
で
、
来
年
度
の
実
証
運
行

に
お
い
て
は
、
委
託
業
者
と
も
連
携
し
て

休
日
の
予
約
受
付
体
制
も
整
備
し
て
い
き

た
い
。

③�

令
和
５
年
度
で
は
、
本
運
行
開
始
時
に
で

き
る
だ
け
近
い
形
で
の
実
証
運
行
と
い

う
も
の
を
予
定
し
て
い
る
。
現
状
の
運
行

体
制
で
、
令
和
６
年
度
か
ら
冬
期
間
の
本

運
行
が
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
、

し
っ
か
り
と
判
断
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

捉
え
た
中
で
進
め
て
い
き
た
い
。

町長

じ
ゃ
が
り
ん
号
に
つ
い
て

じ
ゃ
が
た
く
に
つ
い
て
次
の
通
り
伺

う
。

①
実
証
運
行
を
も
っ
と
拡
大
で
き
な
い
の
か
。

②
現
状
で
の
課
題
、
利
用
者
か
ら
の
意
見
。

③
本
運
行
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

問①�

運
行
期
間
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
実
証
結
果
や
費
用
対
効
果
な

ど
を
総
合
的
に
踏
ま
え
て
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
行
き
た
い
。
ま
た
、
運
行
区
域
の
拡

答

町
長

じ
ゃ
が
た
く
に
つ
い
て

じ
ゃ
が
た
く
に
関
し
て
、
本
運
行
に

移
行
す
る
条
件
と
、
通
年
で
の
運
行

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

問
　

令
和
５
年
度
に
１
台
確
実
で
実
証
運
行
し

て
、
問
題
な
く
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
な
運
行
が
で
き
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
様
々
な
要
件
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
た
中
で
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
、
で
き
れ

ば
令
和
６
年
度
か
ら
の
本
運
行
と
い
う
と
こ

ろ
と
考
え
て
い
る
。

　

冬
場
に
ど
う
し
て
も
生
活
の
足
が
不
足
す

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
冬
か
ら
本
運
行
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
町
民
か
ら

の
要
望
を
受
け
て
、
逐
次
、
変
更
を
か
け
る

形
で
応
え
て
い
き
た
い
。

答

町
長

じゃがたく
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次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
自
立

し
た
大
人
に
育
て
る
こ
と
は
、
私
た
ち
社
会

全
体
の
責
務
。
こ
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、

不
安
の
な
い
子
育
て
子
育
ち
が
で
き
る
よ

う
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
を
図
る
。

人
材
育
成
に
つ
い
て

「学校に行かないことも選択肢の一つだよ」と伝えたい
基本的に私も全くその通りだと思っている

作井　繁樹　議員

教育長

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
、
昨

年
度
の
実
績
、
加
え
て
試
行
か
ら
正

規
事
業
と
は
ど
の
よ
う
に
深
化
さ
せ
、
ど
の

よ
う
な
成
果
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
教
育
長
の
想
い
を
。

問
　

様
々
な
事
情
で
学
校
に
登
校
で
き
な
く

な
っ
た
児
童
・
生
徒
に
居
場
所
を
提
供
し
、

学
習
支
援
や
集
団
活
動
、
相
談
な
ど
を
行
う

こ
と
で
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
、
社

会
的
自
立
を
目
指
す
。
以
前
は
、
学
校
に
戻

す
こ
と
が
目
的
の
中
心
だ
っ
た
が
、
今
は
、

学
校
に
戻
す
戻
さ
な
い
で
は
な
く
、
社
会
人

と
し
て
自
立
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大

き
な
目
的
。
当
初
は
、
学
校
に
通
う
ど
こ
ろ

か
、
家
か
ら
出
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
よ

う
な
子
た
ち
が
、
わ
ず
か
１
年
間
で
自
分
に

自
信
を
持
ち
、
向
学
心
に
目
覚
め
、
熱
心
に

学
習
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中

の
中
学
３
年
生
６
名
は
全
て
高
校
進
学
を
果

た
し
た
。
今
年
度
は
、
進
学
先
の
高
校
と
の

連
携
を
密
に
し
て
、
高
校
進
学
後
も
適
時
適

切
に
相
談
活
動
を
行
い
な
が
ら
ケ
ア
し
て
い

く
。 答

教
育
長

「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
も
選
択
肢

の
一
つ
だ
よ
」
と
胸
張
っ
て
伝
え
て

も
良
い
か
。

問
　

基
本
的
に
私
も
全
く
そ
の
と
お
り
だ
と

思
っ
て
い
る
。

答

教
育
長

町
長
選
挙
の
公
約
で
は
「
人
を
育
て

る　

人
財
豊
か
な
ま
ち
」
を
掲
げ
、

執
行
方
針
の
基
本
方
針
で
も
、
「
何
よ
り
も

人
を
育
て
る
こ
と
、
人
財
を
確
保
す
る
こ
と

が
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
」
と
う
た
っ
て
い
る

が
、
町
長
の
想
い
を
。

問
　

労
働
力
不
足
の
問
題
、
ま
た
、
有
資
格
者

を
中
心
と
し
た
人
手
不
足
、
さ
ら
に
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る
町
職
員
の
人
材

確
保
は
喫
緊
の
課
題
。
町
長
選
挙
の
公
約
と

し
て
掲
げ
た
「
人
を
育
て
る　

人
財
豊
か
な

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
支
援
策

を
講
じ
る
。

答

町
長

執
行
方
針
、
重
点
施
策
の
１
番
が
、

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
子
育
ち
支

援
の
充
実
だ
が
、
町
長
の
想
い
を
。

問答

町
長

町
職
員
の
人
材
に
つ
い
て
、
伝
え
る

技
術
の
向
上
及
び
メ
ン
タ
ル
不
調
の

防
止
を
、
積
極
的
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る

が
、
町
長
の
想
い
を
。

問

　

住
民
へ
の
説
明
、
上
司
へ
の
説
明
は
、
職

員
が
仕
事
を
進
め
る
上
で
は
必
須
。
基
本
的

な
伝
え
る
技
術
を
日
々
磨
く
こ
と
が
必
要
。

メ
ン
タ
ル
不
調
の
防
止
は
、
し
っ
か
り
と
自

分
の
職
場
に
自
信
を
持
っ
て
、
誇
り
を
持
っ

て
、
町
民
に
向
か
っ
て
、
仕
事
が
で
き
る
、

そ
う
い
っ
た
職
場
環
境
を
、
み
ん
な
で
育
ん

で
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

答

町
長

じ
ゃ
が
た
く
に
関
し
て
、
本
運
行
に

移
行
す
る
条
件
と
、
通
年
で
の
運
行

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。
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地
域
力
、
住
民
力
の
底
上
げ
に
は
、

多
様
な
人
材
の
活
躍
が
欠
か
せ
な

い
。
本
庁
の
状
況
に
つ
い
て
、
女
性
役
職
の

比
率
と
目
標
値
を
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

問

女性活躍、役場内の女性役職の比率と目標値は
おおむね目標値に達しているがさらにバランス良く進める

木村　聖子　議員

地
域
力
の
底
上
げ
と
女
性
の
活
躍

町長

　

３
月
１
日
現
在
、
管
理
職
が
40
人
中
、
女

性
管
理
職
は
８
人
、
構
成
比
20
％
。
係
長
職

は
57
人
中
、
女
性
が
13
人
、
22
・
８
％
。
全

職
員
１
８
３
名
中
女
性
職
員
は
60
人
で
32
・

８
％
。

　

女
性
役
職
の
目
標
値
は
、
令
和
２
年
度
に

策
定
し
た
「
倶
知
安
町
に
お
け
る
女
性
職
員

の
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
特
定
事
業
主
行
動

計
画
」
で
の
目
標
値
は
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
管
理
職
で
は
20
％
以
上
。
職
員
で
は
33
・

３
％
、
全
体
の
３
分
の
１
以
上
と
い
う
こ
と

で
、
お
お
む
ね
到
達
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
男
女
比
が

同
じ
に
な
る
よ
う
、
今
後
も
目
標
を
意
識
し

た
採
用
・
任
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
参
考

ま
で
に
令
和
４
年
度
の
採
用
は
男
性
が
６

名
、
女
性
が
４
名
。
今
後
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く

職
員
採
用
し
て
い
く
。

答

町
長

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
早
期

実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

伺
う
。

①
町
内
の
一
時
預
か
り
制
度
の
状
況

② 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
を
実
現
の
た

め
連
携
で
き
る
団
体
や
企
業
の
発
掘
を
し

て
い
る
の
か
。

問

①�

認
定
外
保
育
施
設
の
な
か
よ
し
こ
ど
も
館

や
個
人
で
の
一
時
預
か
り
サ
ポ
ー
ト
が
行

わ
れ
て
い
る
。

②�

連
携
す
る
団
体
企
業
の
発
掘
は
、
町
内
で

活
動
を
し
て
い
る
子
育
て
団
体
、
く
っ

ち
ゃ
ん
子
ど
も
子
育
て
応
援
し
隊
Ｐ
ｏ
ｐ

ｋ
ｅ　

Ｌ
ａ
ｂ
と
子
育
て
支
援
を
進
め
る

べ
く
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

�　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
早
期
実
現
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
中
に
一
時
保
育

を
試
験
的
に
行
い
、
人
材
確
保
な
ど
の
土

台
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答

町
長

女
性
が
社
会
で
活
躍
す
る
に
は
働
き

や
す
い
環
境
が
求
め
ら
れ
る
が
働
き

方
改
革
に
つ
い
て
伺
う
。

① 

仕
事
の
量
的
負
荷
の
軽
減
や
男
性
職
員
の

育
休
取
得
率
な
ど
の
状
況
。

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
。

問①�

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が

浸
透
し
て
き
た
。
会
議
や
研
修
も
ウ
ェ
ブ

開
催
が
一
般
的
に
な
り
、
移
動
に
要
す
る

時
間
も
節
約
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
し
て
い
る
。

　

�　

業
務
負
荷
の
点
で
は
、
育
児
中
の
職
員

が
、
部
分
休
業
や
育
児
短
時
間
勤
務
を
活

用
で
き
る
環
境
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
率
は
、
令

和
２
年
度
は
対
象
者
３
名
の
う
ち
１
人
。

令
和
３
年
度
は
対
象
者
３
名
の
う
ち
取
得

答

町
長

は
な
し
。
令
和
４
年
度
は
対
象
者
３
名
中

１
人
。　

男
性
職
員
の
育
児
参
加
が
で
き

る
よ
う
に
上
司
や
管
理
職
、
ま
た
、
出
産

時
の
各
種
手
続
の
窓
口
で
あ
る
総
務
課
が

声
か
け
を
し
て
い
る
。

②�

日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
行
き
違

い
で
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
と
し
て
は
、
管
理
職
や
係
長
職
に

よ
る
声
か
け
、
コ
ー
チ
ン
グ
、
人
事
評
価

に
よ
る
面
談
の
活
用
な
ど
、
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
適
度
に
行
わ
れ
る

よ
う
研
修
を
活
用
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

コ
ー
チ
ン
グ
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る

が
、
ま
ず
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
起
こ
り
づ

ら
い
環
境
を
整
え
、
働
き
や
す
い
職
場
を

構
築
し
て
い
く
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
職
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
、
現
状
の
把

握
を
し
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
現
在
事
案

が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

問
　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
発
生
は
現
在
把
握
し
て
い

な
い
。

答

町
長
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１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人(※)　 副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　　委　員　　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭
(※)田中委員長は3月2日の委員会において辞任し、
　  後任に笠原副委員長が就任し、副委員長の後任
　  に波方委員が就任しました。

総務常任委員会

常任委員会報告

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課、福祉医療課及びこども
　未来課の所管に関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　員　　門田　　淳
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 倶知安町ニセコひらふ地区エリアマネジ
　 メント条例の改正について

　このことについて下記の通り報告を受けました。
　エリアマネジメント団体をはじめとした観光関連
団体の強化、連携という点から観光客が受益者であ
る宿泊税を活動費用の財源とする。
　エリアマネジメント計画を５年以内の期間で作成
し、それを町長が認定することや、その計画に基づ
きエリアマネジメント団体が年度計画を策定し、そ
れらの審査を通じて交付金を交付することとする。
　現行条例では法人の認定プロセスが必要だったと
ころを、手続きの簡素化として廃止するものの、乱
立や活動内容が条例の趣旨から逸脱するのを防ぐた
め、一定の要件は設ける方向で検討している。
　ニセコひらふ地区以外でエリアマネジメントの動
きがあった場合、エリアの特性も考慮して本条例に
取り込むか、地域再生エリアマネジメント負担金制
度等を活用するかを個別に検討、判断していく。

■放課後児童クラブの申込状況

 3月20日の委員会において、こども未来課から、令
和５年度放課後児童クラブの申込状況について説明
がありました。

児童クラブ名 場所 定員 対象校
どんぐりクラブ 北児童館 40名 北陽小
風の子クラブ 東 小 内 40名 東　小
おおぞらクラブ 西 小 内 40名 西　小
げんきっ子クラブ 倶 小 内 40名 倶　小

■倶知安町個人情報保護法施行条例について

　個人情報の保護に関する法律の改正により、地方
公共団体等がそれぞれ定めていた規定運用を法に一
元化し、かつ、個人情報保護委員会が一元的に規律
を解釈、運用することとなります。それに伴い、法
と実質的に同趣旨である倶知安町個人情報保護条例
を廃止し、法の施行に合わせた条例を制定するもの
であるという報告を受けました。
　委員より、法への一元化によって個人情報の取り
扱いがどのように変わるのかという質疑があり、そ
れに対して、現条例は国の法律に基づいた形で作ら
れており、今般制定する施行条例についても現条例
をもとにしていることから、当町の個人情報保護の
取り扱いに大きな変化はないという回答を得るなど
の意見交換を行いました。

■郊外地域デマンドバス実証運行結果について

　令和4年12月1日から令和5年2月28日までの元日
を除く89日間実施し、登録者数は前年度比38名増の
159名、延べ利用者数は563人でした。
　利用の多かった停留所は生協・白樺会内科クリニ
ック、厚生病院、ラッキー倶知安店の順に多く、通
院や買い物の利用が多く、地域別では富士見、八
幡、扶桑、寒別、旭の順で利用者が多かったことが
今回の実証運行により判明しました。
　今後、利用登録者へのアンケート調査を実施し、
実情に応じて利用可能時間帯を延ばす、冬季だけで
はなく別の時期も利用可能にする等の検討を進めて
いくという報告を受け、より利便性の高い運行体制
について委員会において意見交換がなされました。
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経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光商工課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道
　課の所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　員　　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

委員会開催は下記のとおり（令和5年2月から4月まで）

2月10日、27日、3月16日、31日　　（計4回）
　本委員会は月2回を定例開催とし、必要に応じて随時
開催し調査をしています。

■ まちづくり新幹線課所管事項

1．旭ケ丘総合公園あり方検討会報告について

　令和4年度の旭ケ丘総合公園あり方検討会は全8回
を開催したと本委員会で報告を受けました。
　旭ケ丘スキー場・旭ケ丘総合公園キャンプ場エリ
アの現況としては、2基のジャンプ台は老朽化が著し
く、早期の除却が必要なため令和5年度から6年度で
進めていくと報告がありました。
　また、ジャンプ台撤去後は跡地整備をして滑走エ
リアや斜面など、競技用として跡地利用をしたいと
方向性が示されたと報告がありました。
　今後の検討会としては、町民へのヒアリングやワ
ークショップ等を開催し、意見集約をした中で基本
方針を令和5年度内に定めていきたいと考えていると
本委員会で報告を受けました。

2． リゾートエリア及びその周辺の建築等ルール見直
しについて

　景観計画策定に伴うパブリックコメントの意見とし
て、下記のような意見が提出されたと本委員会で報告
を受けました。

〇リゾートエリア内のキャパシティについて
〇 ゲレンデ及びホテルベッド数のキャパシティについ

て
〇 花園ビレッジ地区に建築物の高さ制限を設けること

について

■ 観光商工課所管事項

ニセコひらふ地区シンボルゲート形成事業について

　ニセコひらふ地区シンボルゲート形成事業につい
て、ひらふ第一駐車場のみならず周辺を含めての再
整備の基本計画策定とその後の民間事業者との官民
連携での整備、公募に向けての地質調査・測量調
査・交通調査を令和5年度に実施する予定であると本
委員会で報告を受けました。

■今期の請願書・陳情書の委員会付託
　審査状況

　今期（令和1～5年）の厚生文教常任委員会は計99
回の開会数となりました。
　また、今期（令和1～5年）の議会に提出された請
願書6件・陳情書12件の計18件のうち、本委員会に
付託され審査した件数は請願書3件・陳情書7件の計
10件となりました。

■ 東陵体育館の開館に伴って

　3月20日の第4回定例議会において、旧東陵中学校
体育館を「倶知安町東陵体育館」として後利用する
『倶知安町東陵体育館設置管理条例』が制定され、4
月1日から開館します。
　このことを受け、同日開催の委員会では、社会教
育課より『倶知安町東陵体育館設置管理条例施行規
則』（案）が示され質疑しました。
　その後、本委員会は倶知安町東陵体育館を視察見
学しました。

3月20日（月）東陵中学校の体育館を視察
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議 ら長 室 か
こ ん に ち は

　町民の皆さん、こんにちは。第18代倶知安町議会議長を務めさせていただきま
した盛多勝美です。令和5年4月23日には倶知安町議会議員選挙が実施され、倶
知安町議会は作井繁樹議長の下、新体制でスタートとすることとなりました。
　私が議長を務めさせていただいた4年間では、新型コロナウィルス感染症が猛
威を振るい、本町議会でもさまざまな行動が制限された中での議会運営が続いた
ことを記憶しております。
　令和5年5月8日からは新型コロナウイルス感染症は感染症法上の分類が「2類
相当」から「5類」に移行し、役場庁舎並びに議場においてもパーテーションが
取り外され、徐々にではありますが個人の判断でマスクを外され、平常時での活
動に戻りつつあると感じております。
　また、本町の夏の風物詩であった「くっちゃんじゃが祭り」が本年は通常開催
される見通しとなったことから、また活気あるお祭りになることを期待しており
ます。

　さて、本年6月には新体制で迎える初めての定例会が開かれます。本年は北海
道新幹線札幌延伸に伴う工事が街なかでも始まり、新駅や駅周辺の整備など、多
くの課題に本町は取り組まなければなりません。
　住み良いまちづくりに取り組むため、新体制となった私たち議会議員といたし
ましては、引き続き慎重審議に努めてまいりたいと思います。 

　倶知安町議会議長として4年間務めさせていただき、誠にありがとうございま
した。引き続き町民の皆様に寄り添った取り組みを目指し、議員活動を続けてい
きます。
　末筆ではございますが、町民の皆様のご多幸をお祈り申し上げます。

第18代倶知安町議会議長
　

盛多　勝美
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Q.町のイベントや活動で想い出に残る
   出来事はなんですか？

size:w210×h297mm

Q.町の魅力や良い点は何だと思いますか？

　決して人口が特別多いわけではありませんが、
だからこそ町民の方々はもちろん、国内外からこ
の町を訪れる方々との距離感が近いのは本当に素
晴らしいと感じています。
　今後もっと自然な形で交流の機会が増えてくる
と唯一無二の素晴らしい魅力になると思います。

　子どもの頃にお祭りの裏方として参加していた
父親に連れられて参加したのが今でも良い想い出
です。たくさんの人たちの前で汗をかき、練り歩
く大人の人たちの後ろ姿に憧れましたし、
“お祭りは楽しむもの”と言う事は大人になるま
で知りませんでした。

「“倶知安じゃが”を日本一にしたい」
　町内産のじゃがいも卸売業「いも屋」の4代目
昔から変わらないふるさとの自慢の味を次の世代へ
日々奮闘しています

Q.今後、町が取り組むべきプロジェクトや施策などに
提案などありますか？

株式会社　本間松蔵商店
代表取締役

本間　浩規　さん
ほんま　ひろみ

　数年前のコロナの流行で信じられないほど生活が変わり、子ども
達の中には僕が子どもの頃に感じた大人への憧れや喜んでいる後姿
を見ることがないまま成長する子どももいるのかなと考えると少し
残念に思う部分もあります。少子高齢化や限られた予算の中で色々
と苦労されることもあると思いますが、子ども達が思い切り笑い大
人達にも届き地域で子ども達を育てている実感を感じられるような
町民ファーストな取り組みを是非お願いしたいです。

   議会は倶知安町役場庁舎3階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

第 2 回定例会は  6 月 12日（月） から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

編集委員 /原田　芳男 

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

size:w210×h297mm

冊子 /G20110637_0

　我々が議会広報編集委員を拝命して最後の議会広報の編集となりました。
　この4年間、読まれる議会広報、わかりやすい議会広報を目指し取り組んできました。なかなか、目指す広
報紙になりませんでしたが、努力はしてきたつもりです。この間、原稿の依頼で多大な協力をいただいた住
民の皆さんには心からの感謝を申し上げます。また、同僚議員の皆さんにも無理な注文もあったかと思いま
すが、協力に感謝いたします。理不尽な無理難題にも協力いただいた議会事務局にも感謝を申し上げます。
　次号からは新しい広報委員会が議会広報の編集発行を担います。
　この4年間に協力をいただいたすべての方に感謝を申し上げ、最後の編集後記といたします。
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